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 要旨 

 

 オーストラリアは 1970 年代から多文化主義を国家理念として取り入れ、カナダと並んで

多文化主義政策の成功例であると評価されてきた国である。人種、宗教、言語など多くの異なる

文化が混ざり合うオーストラリアは文化的豊かさを包摂する国と多くの人が肯定的に捉えてい

る。オーストラリアにおける多文化主義の発生は、第二次世界対戦以降、人口増加を目的に実施

された大量移民政策による国内の実質的な多民族化並びに、英国との絆が薄れたことで、政治、

経済的にアジア・太平洋国家として生きなければならなかったという必然性に起因する。これに

より、それまで堅持してきたヨーロッパ系白人だけで構成される単一民族国家形成を主眼とした

「白豪主義」が捨て去られ、以後、多文化主義は移民の国民統合の手段として発展してきた。オ

ーストラリアではその建国以来、移民・難民の受け入れは国防、経済成長に不可欠な要素であ

り、彼らは元来、国の資産として受け入れられてきた。 

 その一方で、近年では新自由主義イデオロギーの影響により、国益重視の傾向が顕著に

見られ、ポイントシステムなどによって選別された高度技術移民は積極的に受け入れる傍ら、主

にインドネシアなどから海を渡ってボートで非正規に入国しようとする「ボート・ピープル」は

国益を損なう者として、またテロリストや侵略者として排除の対象である。近年では、

「Operation Sovereign Borders （OSB/国境保全作戦）」のもと洋上ではボートが追い返され、オー

ストラリアへ上陸させないことを目的に第三国での強制収容が行われている。このようにして本

来庇護を求める権利のあるはずの難民申請者（「ボート・ピープル」を含む）がその機会さえ奪

われ、「難民が難民になれない」事態が起きている。多様性を受け入れる多文化主義国家オース

トラリアにおいて、その国境では「ボート・ピープル」の排斥が平然と行われ、彼らの強制収容

が許容されるその背景にはいかなる論理が働いたのだろうか。異なるものを受け入れようとする

国内の動きと外から来るものを脅威とみなし、排斥しようとする国境でのやり取りは非常に対照

的に見える。 

 しかし、このように強硬路線を崩さない政府がある一方で、近年これまでには見られな

かった新たな動きが見られる。すなわち国内世論の変化である。それまでボートの追い返しや在

外収容により不可視であった「ボート・ピープル」の存在がメディアが注目し始めたことで、彼

らの真の姿、収容所の実体などがオーストラリア国内でも広く知られるようになった。そして、

これらの報道がオーストラリア国民に意識の変化をもたらしたのである。この意識の変化は人権

擁護団体や教会といった一部の「ボート・ピープル」擁護派だけに留まらず、あらゆる人の中で

見受けられる。すなわち、世論における新自由主義に抗する新たな潮流の発生として捉えられそ

うなのである。今オーストラリアでは、多様な人々が団結し「ボート・ピープル」に関する正し

い情報の開示と倫理的、道徳的価値観に基づいた措置を求めている。 

 本論文では、このように新しい動向が観察される昨今において、国民の意識に変化をも

たらしたその原動力には、オーストラリアが国民統合（=ナショナル・アイデンティティ）の理

念として築き、今日まで維持してきた「多文化主義」の存在があるのではないかという立場に立
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つ。その上で、この主張に基き「ボート・ピープル排除」の歯止めとなりうる論理としての多文

化主義の可能性を検討する。 

以上 
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